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平成25年12月12日 

各      位 

会社名 株式会社ウェッジホールディングス 

代表者名  代表取締役社長兼CEO 此下 竜矢 

（コード2388 東証ＪＡＳＤＡＱ市場） 

問合せ先 執行役員       横山 幸弘 

（TEL 03 － 6225 － 2207） 
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 当社グループで、カンボジア王国においてファイナンス事業を展開しております GL Finance PLC.

（以下GLF）のPresidentである此下益司氏のインタビュー記事が平成25年12月11日付けのプノン

ペンポスト紙に掲載されました。下記に和訳をご紹介いたします。 

 

記 

 

 〈以下、プノンペンポスト紙和訳〉 

カンボジアで1000万ドル（約10億円）のテニスアカデミー設立へ 

元テニスプレイヤーで現在、有力実業家である此下益司氏は、彼の大きな理想のもとカンボジアで（彼

自身の）個人献金によって数百万ドル規模でテニスアカデミー開設を進める表明を行いました。 

国際的に知られるGroup Lease社(GL)の子会社でカンボジアにて事業展開するGL Finance（GLF）

のPresident は、自身がすばらしい経験をした米国フロリダ州、タンパにあるオーストラリア人ハリ

ー・ホップマンのアカデミーやアンドレ・アガシ、ジム・クーリア、モニカ・セレスらのキャリア育

成で高い評価を受けるアメリカ人コーチ、ニック・ボロテリが運営したような優れたアカデミーをつ

くり、才能あるカンボジアの若者を育成していきたいと語る。本年はドバイで開催されたデビスカッ

プグループⅢ（世界国別対抗戦）のカンボジア代表を支援した後に、昨年に引き続き GLF は先週、

今週とカンボジア ITFメンズフューチャー大会（国際大会）開催のメインスポンサーを務めた。人生

がテニスを中心に回っていると話すカリスマでもある此下益司氏は、プノンペンポスト紙のスポーツ

記者H S Manjunathによる独占インタビューにて、テニスアカデミーの計画、テニス大会に対する

情熱やメインスポンサーとしてのカンボジアテニス協会への深い関わりと、何よりもカンボジア王国

への愛について語った。 

  

ポスト記者：アカデミープロジェクトについて、何があなたを動かしているのか、そしてなぜカンボ

ジアなのか。 

此下氏：はじめに２番目の質問に回答します。私は、これまで様々な国々を見てきましたが、カンボ

ジアを愛しています、特に田園風景が気にいっています。そして、テニスをする環境という点でここ

以上のところはありません。私にとってアカデミーは個人的な夢であり、若く、やる気があり、成長

が期待できるカンボジアのテニスプレイヤーに最高の機会を提供できると考えています。 

 

ポスト記者：アカデミープロジェクトの骨子はどのようなものでしょうか、具体的な計画、投資規模、

場所等は。 

此下氏：我々のグループでこの分野のエキスパートであり、世界ランキング200位以内・日本ランキ

ング２位の経歴を持つ金子英樹が 2、3 日前にカンボジアに入り候補地のリストアップとロードマッ

プ策定を行いました。 
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彼は我々の会社の傘下でシンガポールとタイにてテニススクールを経営しています。アカデミー開設

の青写真が出来次第、より具体的な計画を作ることになると思いますが、私が考えているのは、20面

から 30 面ほどのテニスコートがあり、優秀なコーチ陣がいて、寝泊りする寮やワークアウトのため

の専門的なジム設備を完備し、選手が教育を受けながらトレーニングできる統合型の学校です。 

もちろん、他の娯楽やスポーツ設備もあります。このプロジェクトのコストは最終的には1千万ドル

から2千万ドル（約１０億円～２０億円）の間にあるでしょうか。 

また、我々は現在シンガポール、タイ、日本の５ヶ所ですでにテニススクールを経営し同様のテニス

プロジェクトを進めており、事業として運営されています。カンボジアでの本プロジェクトは、より

育成機関に近い運営となるでしょう。 

 

ポスト記者：候補地のリストアップということを言われていますが、候補の街はありますか。 

此下氏：端的に言えば、Yes です。ケップが候補です。ケップには非常に美しい景観があります。最

も重要なこととして、安全で安心できる街です。選手たちの安全は最優先事項です。ただ、まだ最終

ではありません、他の選択肢も見ていきます。 

 

ポスト記者：カンボジアテニス協会のメインスポンサーとして協会に何を期待しますか。 

此下氏：正直に申し上げて私にとってテニスのスポンサーはビジネスとは関係がありません。会社に

とっての利益を求めているわけではまったくありません。私が求めるものは、テニスに対する理想で

す。それが果たされていれば私の投資は価値があると考えています。カンボジアテニス協会は、一般

市民レベルから才能ある人材を育成する点において素晴らしい仕事をしています。事務局長

Tep Rithivit のカンボジアでテニスを広めていく情熱に私は感銘を受けました、そしてそれは私がこ

こでテニスから離れられない一つの理由となりました。 

 

ポスト記者：２週間に及ぶ大会の準々決勝進出者各位に対して、賞金とは別にご自身のポケットマネ

ーからそれぞれ５百ドル（優勝者には２０００ドル）を提供するという寛大さにプレイヤーからざわ

めきが起きていました。 

此下氏：ナショナルトレーニングセンターに入る度に私がプレーしていた時期を思い出します。ツア

ーで乗り越えてきた困難、3,4 人で一つの部屋を共有、質素な生活の毎日。このレベルではお金を稼

ぐことが難しい、それは私がテニスをやめてビジネスの世界に入った理由でした。私が彼らに提供し

た追加賞金により、彼らにとってカンボジアでの経験がより良いものになり、少しでも彼らの負担を

減らすことができればと思っております。 

 

ポスト記者：カンボジアのテニスに対して、あなたが最も希望するものは何ですか。 

此下氏：デビスカップでカンボジア代表チームが健闘してくれることと、才能あるテニスプレイヤー

が現れ、世界ランキングの上位へ進出することです。難しいように聞こえるかもしれないが不可能で

はありません。 

 

以 上 
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プノンペンポスト紙 掲載紙面 
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プノンペンポスト紙 Web版掲載記事： 

http://www.phnompenhpost.com/sport/cambodia-set-10-million-tennis-academy 

カンボジアテニス協会：http://tennisfederationcambodia.com/ 

 


